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ご意見・ご要望をお寄せください

　●　地域医療連携の推進
　　医療機関に対するマスク等衛生資材支援
　　財政支援　感染者１人に対して10万円支援
　●　商店街活性化推進事業
　　プレミア付地域商品券　一商店会300万円
　●　区立小中学校・特別支援学校に非接触型体温測定器
　　一校当たり４台
　●　ひとり親世帯臨時特別給付金
　　扶養手当約3,300人×５万円、
　　児童手当約４万人×１万円

第２回定例会第３・４次補正予算で実現

区
民
要
望
が
実
現

コ
ロ
ナ
感
染
症
か
ら
区
民
の
い
の
ち
と
健
康

を
守
る
医
療
・
介
護
の
抜
本
的
充
実
を

　

区
議
会
第
２
回
定
例
会
（
６
月
１２
日

か
ら
２２
日
）
が
開
か
れ
、
大
竹
辰
治
区

議
会
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
竹
辰
治
区
議
は
、
特
に
、
感
染
流

行
の
「
第
２
波
」
に
備
え
、
医
療
と
検

査
体
制
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

安
心
し
て
経
済
・
社
会
活
動
を
再
開

し
て
い
く
う
え
で
、
感
染
者
を
早
期
に

発
見
し
、
症
状
に
応
じ
た
医
療
と
隔
離

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
検
査
の
あ
り
方
を
根
本
か
ら
見
直

し
、
大
規
模
に
行
え
る
体
制
を
整
え
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

日
本
の
人
口
当
た
り
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
数

は
、
韓
国
は
日
本
の
８
倍
、
米
国
は
１４

倍
、
欧
州
諸
国
は
２０
～
３０
倍
と
諸
外
国

に
比
べ
て
け
た
違
い
の
少
な
さ
で
す
。

　

発
熱
な
ど
強
い
症
状
が
あ
る
人
だ
け

を
対
象
と
し
て
き
た
、
こ
れ
ま
で
の
や

り
方
と
発
想
を
根
本
か
ら
転
換
し
て
、

受
動
的
検
査
か
ら
積
極
的
検
査
へ
の
戦

略
的
転
換
を
政
府
が
宣
言
す
る
よ
う
求

め
ま
す
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
は
当
区
で
も

医
師
会
の
協
力
に
よ
り
、
先
月
２１
日
か

ら
週
２
回
４０
人
程
度
の
検
査
が
、
区
内

１
カ
所
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
更
な

る
拡
充
が
必
要
で
す
。
杉
並
区
は
３
カ

所
、
世
田
谷
区
は
４
カ
所
設
置
し
て
い

ま
す
。

　

東
京
都
医
師
会
の
感
染
症
担
当
・
角

田
徹
副
会
長
は
、
東
京
都
医
師
会
で
は

都
内
の
４７
の
地
区
医
師
会
に
対
し
、
地

域
の
行
政
と
医
師
会
が
一
体
と
な
っ
た

「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
」
設
置
へ
の
働
き

か
け
を
行
っ
た
と
、
４
月
１７
日
に
会
見

し
て
い
ま
す
。

　

広
島
、
岩
手
、
愛
知
な
ど
１８
道
県
の

知
事
が
、
感
染
拡
大
を
防
止
し
な
が
ら

経
済
・
社
会
活
動
を
正
常
化
す
る
「
緊

急
提
言
」
を
発
表
し
、
こ
れ
ま
で
の

「
受
動
的
検
査
」
か
ら
「
感
染
者
の
早

期
発
見
・
調
査
・
入
院
等
に
よ
る
積
極

的
感
染
拡
大
防
止
戦
略
へ
の
転
換
」
を

提
言
し
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
を
、
国
や
都

の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
医
師
会
と
協

力
し
３
医
師
会
ご
と
に
開
設
を
求
め
ま

し
た
。

　

健
康
政
策
部
長
は
、
検
査
体
制
は
確

保
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
状
況
を
み
な

が
ら
判
断
し
て
い
く
と
答
え
ま
し
た
。



法 律 相 談
顧問弁護士による法律相談です。
お気軽にご利用ください（毎月第2水曜日）

8月12日・9月9日
午後1時〜3時

場所　大竹辰治事務所（西蒲田大城通り）
事前にお電話ください　☎ 3735−2611

　

ま
た
、
区
の
保
健
所
は
、
１
９
９
０

年
ま
で
４
カ
所
が
、
そ
の
後
１
カ
所
に

削
減
さ
れ
た
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

を
総
括
し
た
政
府
報
告
書
は
、
保
健
所

を
含
む
感
染
症
対
策
に
関
わ
る
危
機
管

理
体
制
の
強
化
を
提
言
し
た
と
お
り
、

保
健
所
の
予
算
を
増
や
し
、
人
員
・
体

制
を
緊
急
に
補
強
、
定
員
増
に
踏
み
出

す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

　

健
康
政
策
部
長
は
、
平
時
か
ら
の
配

置
で
な
く
、
一
時
的
に
急
増
す
る
業
務

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
所
要
人
員
及
び

予
算
を
考
え
て
い
く
と
答
え
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
独
立
法
人
化
さ
れ
た
各
地

の
公
立
病
院
で
は
、
行
政
か
ら
の
繰
入

金
が
削
ら
れ
、
多
額
の
欠
損
を
出
す
な

ど
経
営
危
機
に
陥
っ
て
い
る
。
公
社
荏

原
病
院
な
ど
の
独
立
法
人
化
は
や
め
、

都
立
に
戻
す
よ
う
都
に
意
見
を
あ
げ
る

べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

　

健
康
政
策
部
長
は
、
今
後
も
都
立
病

院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
も

の
と
期
待
し
て
い
る
と
根
拠
も
な
く
答

え
ま
し
た
。

危
険
手
当
の
実
施
と

第
８
期
介
護
事
業
計
画
の
充
実
に
つ
い
て

　

杉
並
区
は
区
職
員
へ
の
特
殊
勤
務
手

当
の
支
給
を
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
受
入
れ
先
等
に
お
い
て
、
区
民

等
の
生
命
及
び
健
康
を
保
持
す
る
た
め

に
緊
急
に
行
わ
れ
た
措
置
に
係
る
一
定

の
業
務
に
つ
い
て
、
日
額
４
千
円
を
超

え
な
い
範
囲
内
で
、
特
例
の
防
疫
等
の

業
務
手
当
を
支
給
す
る
た
め
、
４
月
３０

日
の
区
議
会
臨
時
会
で
議
決
し
ま
し
た
。

品
川
区
で
は
、
介
護
・
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
業
務
継
続
支
援
金
交
付
事
業
を
行

う
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
申
請
額
の

基
準
は
事
業
所
ご
と
、
勤
務
に
従
事
し

た
職
員
数
（
常
勤
換
算
）
の
合
計
数
に

４
万
円
を
乗
じ
た
額
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
は
５
月
１５
日
、
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
等
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス

継
続
支
援
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
」
を

発
表
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
者
が
発
生
し
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
の
職
員
に
対
し
て
手
当
を
助
成

す
る
事
業
を
創
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
危
険
手
当
に
相
当
す
る
も
の
で

す
。

　

国
の
２
次
補
正
予
算
や
国
の
「
支
援

事
業
」
等
を
使
っ
て
、
医
療
、
介
護
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
業
務
の
職
員
に
、

手
当
や
支
援
金
と
し
て
、
区
の
独
自
の

上
乗
せ
し
た
危
険
手
当
を
新
設
す
べ
き

と
求
め
ま
し
た
。

　

福
祉
部
長
は
、
事
業
対
象
者
が
国
の

制
度
を
利
用
す
る
場
合
は
適
切
な
相
談

助
言
を
行
う
と
答
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
７
期
の
余
剰
金
で
あ
る
介

護
給
付
費
準
備
基
金
の
全
額
を
使
っ
て

２
０
２
１
年
度
か
ら
始
ま
る
第
８
期
事

業
の
保
険
料
引
下
げ
を
行
う
べ
き
で
す
。

　

福
祉
部
長
は
、
今
後
、
適
切
に
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
と
答
え
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
安
心
・
安
全
の

羽
田
空
港
の
運
用
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
航
空

需
要
が
激
減
し
、
羽
田
を
発
着
す
る
航

空
機
、
国
際
線
で
９５
％
減
、
国
内
線
８０

％
減
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
中
で
、
増
便
の
た
め
の
都
心
上
空
ル

ー
ト
が
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
は
３
月
２５
日
の
参
議
院
予
算
委
員

会
で
、
「
減
便
で
余
裕
が
生
じ
て
い
る

期
間
を
助
走
期
間
と
捉
え
て
、
騒
音
測

定
結
果
デ
ー
タ
の
蓄
積
、
分
析
な
ど
を

行
う
」
と
答
え
、
「
助
走
期
間
に
つ
い

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
減
少
し
て
い
る
需
要
が
回
復
す

る
ま
で
」
と
も
答
え
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
極
め
て
不
誠
実
な
態
度
で
あ
り
、
助

走
期
間
が
い
つ
終
わ
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
増
便
・
新
ル
ー

ト
が
必
要
な
ほ
ど
の
需
要
回
復
と
い
う

の
は
、
残
念
な
が
ら
当
分
望
め
な
い
。

そ
の
間
少
な
く
と
も
中
止
す
る
よ
う
、

身
近
な
自
治
体
と
し
て
国
に
求
め
る
べ

き
。

　

空
条
ま
ち
づ
く
り
本
部
長
は
、
必
要

な
対
策
に
つ
い
て
求
め
て
い
く
と
答
え

ま
し
た
。


